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§1.緒 言
Cu3Au合金は,㌔-390oCでCuおよびAu原子が無秩序配列-と相転移する合金
































































第3図にT2-35loCに急冷後, (A)37分, (B)52分,および(C)71分間焼鈍 し
た場合の(110)回折線と理論値との比較を示してある.この系列でのLと t｡を実験に
合う様に選んでやると,理論値は図に示すように実験結果と非常によく一致する｡同様
な比較をT2-355･6oC,T2-349oC の系列についても行ったが,tbミ-30分から120
分程度のデータではよい一致が得られた｡しかしながら,tが-30分から一120分の領
域から,ずれればずれる程,実験結果と理論計算結果の一致度はどんどん悪 くなるO
-方,川崎等の理論は,初期の秩序化の過程を除いた過渡期に適用可能なものであり,
さらに,互に位相の異った秩序領域の間の相互作用が弱い領域に適用出来るものである｡
したがって,Cu3Au合金において,上記条件をほぼ完全に満すのが,一30分< まく
120分の領域,DTに直すと30Å<DL<-150Åの領域であり,この領域での過渡過程
を川崎等の理論はよく記述していると考えてよい｡
次に,選ばれたパラメタ-Lおよびt｡について考察してみるo得られたt｡および 上
を用いてDoを計算すると一30格子と得られたが,これは実験値の-2･5倍程度の値で
あり,一応もっともな値と考えられる.しかしながら,Lの温度依存性に関しては,実
験と比較して意味ある結果が得られなかった｡これは,線形は非常に精度良く求められ
るが,強度測定に関しては-870程度の実験誤差があり,これが上記の原因かも知れな
い.もう少しT2を巾広 く変化させると,有意な上が決定されるのかも知れないo
研究を御支援して戴いた倉田財団に感謝する｡
参考文献
1) E･NagyandI.Nagy:J･Phys.Chem.Solids23(1962)1605.
2) T.Hashimoto,K.Nishimura,andY.Takeuchi:J.Phys.Soc.Japan45(1978)1127.
3) K.Kawasaki,M.C.Yalabikand∫.D.Gunton:Phys.Rev.A17(1978)455.
ーE70-
